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図４  サンフランシスコでの３人 
　　（ジョージ・M・ブルック２世所蔵） 
図５  小栗忠順 
　　（万延元年（１８６０）ワシントン  ウィラ ドーホテルで撮影） 
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の、その後を見てみると、明治１0年（1 8 7 7 ）
には、日本数学会の前身である東京数学会社の
最初の社員になっているし、依然として長谷川
道場の権威者としても名を列ねていた。洋算、
和算ともに変わらぬ情熱を注いでいたのである。 
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